
 

 

 

発刊にあたって 
 

 

  平成１１年に海岸法が改正され、防護、環境、利用の調和のとれた海岸の形成を目的として、

海岸事業が推進されるようになりました。また、平成１６年には「海岸保全施設の技術上の基準・

同解説」が大幅に改訂され、更に「景観法」も制定されました。 

  砂浜（ビーチ）の利用に関しては、海水浴が圧倒的にポピュラーですが、近年では、年間を通

して様々な形でビーチを利用する社会的な要請が強まっております。 

  社団法人日本マリーナ・ビーチ協会は、平成４年に「ビーチ計画・設計マニュアル」を発行し、

ビーチの整備に関する技術的指針を提示したところ、幸い高い評価をいただいたものであります。

しかし、その後１３年の時も経過し、ビーチをめぐる社会的要請は大きく変化しており、新たな

技術的知見も多く集積されてきたので、本書を抜本的に改訂する必要があると考え、多分野の学

識経験者から成る「改訂検討委員会」を組織して、鋭意作業を進めてまいりました。 

  本書は、「海岸法」の目指す理想を追求し、「技術上の基準」を補完して易しく解説することを

目的に編集しました。それは、安定したビーチの形成を目指す技術的整備手法の検討に留まらず、

快適な利用、適正な管理運営、美的景観形成等を実現するためのソフト面の対策にも十分に配慮

した総合的かつ体系的解説書となっております。 

  総合的な海洋性レクリェーション基地として、地域の開発、発展にも貢献する、豊かな海辺づ

くりのため、本書が少しでもお役に立てれば、望外の幸せであります。 

 

                 平成１７年９月 

 

                          社団法人 日本マリーナ・ビーチ協会 

                            会 長   松 尾 道 彦  

   



推薦の言葉 

 
 平成４年に刊行された「ビーチ計画・設計マニュアル」は、人工ビーチの整

備に携わる技術者の座右の書として確固たる地位を築いております。 
 平成４年度以降の港湾関係海岸事業によるものだけを取り上げても、全国で

１４３箇所の人工ビーチが整備され、あるいは整備が続けられており、このよ

うな実績等を通じて人工ビーチの計画・設計に関する多くの技術的知見が蓄積

されてきました。また、平成１１年には、法目的に「海岸環境の整備と保全」

及び「公衆の海岸の適正な利用」を追加する海岸法の改正が行われ、防護・環

境・利用の調和のとれた海岸の形成を推進することとなりました。 
港湾局では、平成１４年度より里浜づくりをはじめとする新たな海辺文化の

創造に取り組んでいるところですが、今後は住民参加による計画策定、住民と

の連携・協働による施設の維持管理などの取り組みがさらに重要となってまい

ります。また、自然や環境を志向する国民の意識を反映して、今後、美しい海

辺の整備・利用に対する要請は、ますます高まっていくものと予想されます。 
今回、１３年ぶりに全面改定された本書の活用により、地域住民や利用者に

喜ばれ、親しまれるビーチの整備が進むことを確信し、本書を推薦します。 
 
 
 
平成１７年９月 

 

国土交通省港湾局長   鬼頭 平三 



「ビーチの計画・設計マニュアル（改訂版）」 

編集の趣旨と推薦の辞 
 

ビーチ計画・設計マニュアル改訂委員会委員長 
  東京大学 大学院新領域創成科学研究科長   

磯 部  雅 彦       
 
昨年からの編集作業を経て、このたび「ビーチの計画・設計マニュアル（改訂版）」

を刊行する運びとなりました。1999 年の海岸法の改正によって防護に加えて環境と利
用も目的となったことに代表されるように、海岸に対する社会的要請は近年急激に高度

化、高質化しています。そこで、このマニュアルは、旧版を参考にしながらも、単なる

海水浴場としてのビーチを超えて、ずっと広い視点からビーチを計画、設計するための

マニュアルとしました。 
ビーチには、波のエネルギーを吸収して海岸を防護する機能があります。また、ウミ

ガメの産卵する砂浜や、仔稚魚の生育する砕波帯など、生態系に不可欠な空間をビーチ

が提供します。さらには、人々のだれでもが憩い、遊びながら、からだを癒し、いきい

きとした生活を営むための貴重な資源となっているのがビーチです。ですから、ビーチ

づくりの重要性は高く、その計画・設計にあたっては、様々な視点から十分な検討を行

い、質の高いビーチを創り出す必要があるのです。特に、海岸という雄大な自然と、そ

の中で活動する小さな人間や生物とのスケールの違いには十分な注意が必要です。ビー

チ空間という大きなスケールを対象としながらも、人間 1人、生物 1匹程度の小さなス
ケールでの配慮なしにはよいビーチはできなし、また、ビーチ全体から見たらほんの小

さな欠陥でも人間スケールでは大きな事故を引き起こす可能性があります。 
このマニュアルでは、ビーチに関する基本的な考え方を整理したうえで、計画、設計、

施工、維持管理・運営という各段階での検討項目や手法を集約してあり、多様な機能を

もつビーチづくりの全体像がわかるようになっています。その中には、防護機能、種々

の利用形態、環境配慮、合意形成、バリアフリー、安全管理なども含まれています。ま

た、ビーチの重要な要素である景観の設計については独立した章を設けて詳述していま

す。ですから、ビーチに関する実務者の皆さんにとって必携の図書となるものと思いま

す。それだけでなく、一般の方々がビーチづくりを知るための参考書として、学生の皆

さんがビーチの計画・設計を学ぶための教科書としても利用できるものです。今後、こ

のマニュアルが様々に利用され、よりよいビーチづくりに貢献できることを願ってやみ

ません。 
 
 












